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こはわが少年の日のいとしき小唄なり。

いまは過ぎし日のおさなきどちにこのひとまきをおくらむ。

お花よ、お蝶よ、お駒よ、小春よ。太郎よ、次郎よ、草之助よ。げに御身たちはわがつたなき草笛の最初のききてなりき。





TO




〔NE'MU-NO-KI　NE'MU-NO-KI〕

〔NE'YA　SYANSE'.〕

〔OKANE'　GA　NATTARA〕

〔OKYA　SYANSE'.〕






どんたく





　歌時計




ゆめとうつつのさかひめの

ほのかにしろき朝の床とこ。

かたへにははのあらぬとて

歌時計うたひどけいのその唄うたが

なぜこのやうに悲しかろ。





　ゆびきり




指ゆびをむすびて「マリヤさま

ゆめゆめうそはいひませぬ」

おさなききみはかくいひて

涙うかべぬ。しみじみと

雨はふたりのうへにふる

またスノウドロツプの花びらに。





　紡車




しろくねむたき春の昼

しづかにめぐる紡車いとぐるま。

をうなの指をでる糸は

しろくかなしきゆめのいと

をうなの唄うたふその歌は

とほくいとしきこひのうた。

たゆまずめぐる紡車いとぐるま

もつれてめぐる夢ゆめと歌うた。





　人買




秋のいり日はあかあかと

蜻蛉とんぼとびゆくかはたれに

塀へいのかげから青あを頭巾づきん。




「やれ人買ひとかひぢや人買ひとかひぢや

どこへにげようぞかくれうぞ」

赤い蜻蛉とんぼがとびまはる。





　六地蔵




背合せなかあはせの六地蔵ろくぢざう

としつきともにすみながら

ついぞ顔かほみたこともない。

でもまあ苦くにもならぬやら

いつきてみても年としとらず

赤くはげたる涎掛よだれかけ。





　越後獅子




角兵衛獅子かくべゑじしのかなしさは

親おやが太鼓たいこうちや子こがおどる。

股またのしたから峠たうげをみれば

もしや越後ゑちごの山かとおもひ

泣いてたもれなともどもに。




角兵衛獅子かくべゑじしの身みのつらさ。

輪廻りんねはめぐる小車をぐるまの

蜻蛉とんぼがへりの日ひもくれて

旅籠やどをとろにも銭ぜにはなし

あひの土山つちやまあめがふる。





　赤い木の実




雪ゆきのふる日に小兎こうさぎは

あかい木この実みがたべたさに

親おやのねたまに山やまをいで

城しろの門もんまできはきたが

あかい木この実みはみえもせず

路みちはわからず日はくれる

ながい廊下らうかの窓まどのした

なにやら赤いものがある

そつとしのむできてみれば

こは姫君ひめぎみのかんざしの

珊瑚さんごのたまかはつかしや

たべてよいやらわるいやら

兎うさぎはかなしくなりました。





　鐘




村で名代なだいの鐘撞男かねつきをとこ

月がよいのでうかうかと

鐘かねをつくのもつひわすれ

灯ひのつく街まちがこひしさに

山から港みなとへではでたが

日がくれるのに山寺やまでらの

鐘かねはつんともならなんだ

村長そんちやうさまはあたふたと

鐘撞堂かねつきだうへきてみれば

伊部徳利いんべとくりに月がさし

ちんちろりんがないてゐた。

アトレの馬ではあるまいし

鐘かねがならうがなるまいが

子供のしつたことでなし

うらの菜園さゑんの椎しひの木に

ザボンのやうな月がでた。





　ゆく春




くれゆく春のかなしさは

白髪頭しらがあたまの蒲公英たんぽぽの

むく毛げがついついとんでゆく

風がふくたびとんでゆき

若い身みそらで禿頭はげあたま。







くれゆく春のかなしさは

薊あざみの花をつみとりて

とんとたたけば馬がでる

そつとはらへば牛がでる

でてはぴよんぴよんにげてゆく。





　くすり




雪ゆきはしんしんふりしきる。

炬燵こたつにあてたよこはらが

またしくしくといたむとき。




雪はしんしんふりしきる。

しろくつめたき粉こなぐすり

熱ある舌したにしみるとき。




雪はしんしんふりしきる。

黄きいな袋ふくろの石版いしずりの

異形いぎやうな虫むしのわざはひか。




雪はしんしんふりしきる。

銀ぎんぎらぎんのセメン円ゑん

とのもは雪のつむけはひ。





　雀踊




青い眉まゆしたたをやめが

金きんの墨絵すみゑの扇あふぎにて

そつとまねけばついとくる

はらりとひらけばぱつととぶ。

雀すゞめおどりのおもしろさ

　　やんれやれやれやせうめ

　　京きやうの町のやせうめ

　　うつるるものはみせうめ

あれあれあれとみるほどに

奴姿やつこすがたの小雀こすゞめは

山やまのあなたへとびさりぬ。





　わたり鳥




日本にほんの春のこひしさに

シイオホスクの海角みさきより

はるばる波をわたり鳥どり。




庄屋しやうやの軒のきに巣すをかけて

雛ひゝなを六羽ぱうんだれど

三羽ばの雛ひなは死しにました。

のこる三羽ばは柹かきの葉はの

毛虫けむしがすきでたべました。




やんがて柹かきのうれるころ

日本にほんの島しまをあとにして

まだみもしらぬ故郷ふるさとへ

親子おやこもろともいにました。





　納戸の記憶




船ふねは酒船さかぶね父ちちの船ふね

三十五反たんの帆ほをまくや

玄海灘げんかいなだの夏なつの雲くも。




君きみは馬関ばくわんの唄うたうたひ

髪かみにさしたる青玉エメラルド

あだな南みなみのニグレスが

こころづくしの貢物みつぎもの。




風かぜのたよりをまちわびて

行燈あんどのかげのものおもひ

鬢びんのほつれをかきあぐる

銀ぎんのかざしのかなしさか

母はゝの腕かひなのさみしさか。





　おしのび




昔むかしアゼンに王わうありき。

野のにさく花はなのめでたさに

ひとり田舎ゐなかへゆきけるが

にわかに雨あめのふりいでて

王わうは臍へそまでうまりける。

それより王わうはわすれても

二度どと田舎ゐなかへゆかざりき。





断章





　　　１

ドンタクがきたとてなんになろ

子供は芝居しばゐへゆくでなし

馬にのろにも馬はなし

しんからこの世よがつまらない。




　　　２

おうちに屋根やねがなかつたら

いつも月夜つきよでうれしかろ。

あの門番もんばんが死しんだなら

あの柿かきとつてたべよもの。

世界せかいに時計とけいがなかつたら

さみしい夜よるはこまいもの。




　　　３

もしも地球ちきうが金平糖こんぺいたうで

海うみがインクで山やまの木きが

飴あめと香桂につけであつたなら

なにをのんだらいいだろう。

学校がくかうの先生せんせいもしらなんだ

国王様こくわうさまもしらなんだ。




　　　４

この紅茸べにたけのうつくしさ。

小供こどもがたべて毒どくなもの

なぜ神様かみさまはつくつたろ。

毒どくなものならなんでまあ

こんなにきれいにつくつたろ。




　　　５

ままごとするのもよいけれど

いつでもわたしは子供役。

子供が子供になつたとて

なんのおかしいことがあろ。




　　　６

どんなにおなかがひもぢうても

日本にほんの子供はなきませぬ。

ないてゐるのは涙なみだです。




　　　７

お墓はかのうへに雨がふる。

あめあめふるな雨ふらば

五重ぢゆうの塔たふに巣すをかけた

かわい小鳥こどりがぬれよもの。

松の梢こずゑを風かぜがふく。

かぜかぜふくな風ふかば

けふ巣すだちした鳶とびの子こが

路みちをわすれてなかうもの。




　　　８

ひろい空からふる雨は

森のうへにも牧場まきばにも

びつくり草さうにも小鳥こどりにも

みんなのうへにふるけれど

子供のうへにはふりませぬ。

それは子供の母親が

シヤツポをきせてくれるから。




　　　９

枇杷びはのたねをばのみこんだ。

おなかのなかへ枇杷の木が

はえるときいてなきながら

枇杷のなるのをまつてたが

いつまでたつてもはえなんだ。




　　　10

めんない千鳥ちどりの日もくれて

おぼろな春のうすあかり

この由良ゆら鬼おにのいとほしさ

ほどいてたもとなきいでぬ。




　　　11

越中ゑつちゆう富山とやまの薬売くすりうり

おはぐろとんぼがついとでて

白いカウモリ傘がさの柄えにとまり

また日ひまわりの葉はにとまり

ついととんではまたもどる。




　　　12

お遍路へんろさんお遍路さん

おやまのむかふは雨さうな

霰あられをおくれ豆まめおくれ

まめがなけねばこの路みち法度はつと。




　　　13

股またのしたから麓ふもとをみれば

さても絵のよなよい景色けしき。

どこの町ぞときいたらば

それはわたしの村でした。




　　　14

梭おさの手てをやめ歌うたふをきけば

──もつれた糸いとなら

　　ほどけもせうが

　　きれた糸ゆゑ

　　せんもなや。





少年なりし日





　人形遣




「めでたやなめでたやな

さりとはめでたやめでたや」と

紺こんの布簾のれんのつまはづれ

人形遣にんぎよつかひがきたさうな。




母のかげよりそとみれば

人形遣のうら若く

「ま、どうしよぞいの」と泣なきいれば

襟足えりあししろくいぢらしく

人形の小春こはるもむせびいる。




もののあはれかふるあめか

もらひなみだの母の袖そで。





　雪




赤いわたしの襟巻えりまきに

ふわりとおちてふときえる

つもらぬほどの春の雪。

　　これが砂糖さたうであつたなら

　　乳母うばもでてきてたべよもの。

ロシア更紗ざらさの毛布団けぶとんを

そつとぬけでてつむ雪を

銀ぎんのかざしでさしてみる

お染そめの髪かみの牡丹雪ぼたんゆき。




七番蔵ばんぐらの戸とのまへで

手招てまねきをするとうじさん

顔ににげない白い手で

ひねり餅もちをばくれました。




納戸なんどのおくはほのくらく

紀州蜜柑きしうみかんの香かもあはく

指にそまりし黄表紙きべうしの

炬燵こたつで絵本ゑほんをよみました。




窓まどからみれば下町したまちの

角かどの床屋とこやのガラス戸どに

大阪下おほさかくだり雁二郎がんじろの

春狂言はるきやうげんのびらの絵が

雪にふられておりました。





　かくれんぼ




豆まめの畑はたけにみいさんと

ふたりかくれてまつてゐた。




とほくで鬼おにのよぶ声が

風かぜのまにまにするけれど

ちらちらとぶは鳥とりの影かげ。




まてどくらせど鬼はこず。

森もりのうへから月がでた。





　郵便函




郵便函ゆうびんばこがどうしたら

そんなにはやくあるくだろ。

わたしの神戸かうべのおばさまへ

わたしのすきなキヤラメルを

おくるやうにとしたためて。

郵便函へあづけたが

三つほどねたそのあした

わたしのすきなキヤラメルは

ちやんとわたしについてゐた。





　山賊




乳母うばの在所ざいしよは草わけの

山また山の奥でした。

ある日のことに〓（「姉」の正字）のつくり」、80-6］として

乳母うばをたづねにゆきました。

わたしは土産みやげを腰につけ

〓（「姉」の正字）のつくり」、80-9］は日傘ひがさをさしかけて

赤土色あかつちいろの山路やまみちを

とぼとぼあゆむ午下ひるさがり。

あゆみつかれて路みちばたの

一本松に腰かけて

虎屋饅頭とらやまんじゆうをたべながら

やすむでゐると木蔭こかげより

髯武者面ひげむしやづらの山賊さんぞくが

ぬつくとばかりあらはれた。

すわことなりとおもへども

どうすることもなきごえに

「おつつけ伴者つれのくる時刻じぶん」

きこえよがしに〓（「姉」の正字）のつくり」、82-1］のいふ

「どうして伴者つれはくることか」

わたしは〓（「姉」の正字）のつくり」、82-3］にききました。

さうするうちに山賊さんぞくは

腰こしの太刀だんびらおつとりて

のそりのそりとやつてきた。

もう殺すかとおもふたら

殺しもせいでたちとまり

「どこへおじやる」ときくゆゑに

つつみかくさずいひますと

「よいお子こたち」とほめながら

峠たうげをおりてゆきました。




乳母ばあやはきいて大笑ひ

「なんの賊ぞくなどでませうぞ」

それは木樵きこりでありました。





　おさなき夢




夢のひとつは　かくなりき。




青き頭巾づきんをかぶりたる

人買ひとかひの背せにないじやくり

山の岬みさきをまはるとき

広重ひろしげの海うみちらとみき。

旅の道者だうじやがせおいたる

天狗てんぐの面めんのおそろしさ

にげてもにげてもおふてきぬ。

伊勢いせの国までおちのびて

二見ふたみヶ浦うらにかくれしが

ここにもこわや切髪きりかみの

淡島様あはしまさまの千羽鶴せんばづる

一羽いちはがとべばまた一羽いちは

岩のうへより鳥居とりゐより

空一面のうろこ雲。

顔もえあげずなきゐたり。





　草餅




ある日学校へゆく路みちに

黄きいな袋ふくろがおちてゐた

ひろうてみればこはいかに

それは財布さいふでありました。

「さあ大変ぢや大変ぢや

銭ぜにをひろへば尋人たづねびと

有司おかみへよばれようおお怖こはや」

みながはやせばとつおいて

財布さいふを指でさげたまゝ

こりやまあどうしたものだらう。

そこへおりよく先生が

おいでなされて「やれやれ」と

財布をとつてくれました。




それから家うちへかへつたが

どうも財布が気にかかり

母の情なさけの草餅くさもちも

どうまあ咽喉のどをこすものぞ

食べずに泣いておりました。





　嘘




なげた石

鳥居とりゐのうへにのつかれば

どんな願ねがひもかなへんと

氏神様うぢがみさまはのたまひぬ。




鳥居のしたにあつまりし

太郎たらうに次郎じらうに草之助さうのすけ

何なにがほしいときいたらば

太郎がいふには犬張子いぬはりこ

次郎がいふにはぶんまはし

生いきた馬をば草之助。

願ねがひをこめてなげた石

首尾しゆびよく鳥居へのつかつた。




石は鳥居へのつたれど

いまだに何なにもくださらぬ。





　どんたく




どんたくぢやどんたくぢや

けふは朝からどんたくぢや。




街まちの角かどでは早起きの

飴屋あめやの太鼓たいこがなつてゐる

「あアこりやこりやきたわいな」

これは九州きうしう長崎ながさきの

丸山名物まるやまめいぶつぢやがら糖たう

お子様こさまがたのお眼めざまし

甘あまくて辛からくて酸すつぱくて

きんぎよくれんのかくれんぼ

おつぺけぽうのきんらいらい」




観音堂くわんのんだうの境内けいだいは

のぞきからくり犬芝居いぬしばゐ

「ものはためしぢやみてござれ

北海道で生捕いけどつた

一本いつぽん毛けのないももんがあ

絵看板ゑかんばんにはうそはない

生きてゐなけりや銭ぜにやいらぬ」




「可哀かあいさうなはこの子でござい

因果はめぐる水車みづぐるま

一寸法師いつすんほふしの綱つなわたり

あれ千番せんばんに一番いちばんの

鐘かねがなろともお泣きやるな」




「やあれやれやれやれきたわいな

のぞきや八文はちもん天保銭てんぽせん

花のお江戸は八百八町はつぴやくやちやう

音おとにきこえた八百屋やほやの娘

年としは十五じふごで丙午ひのえうま

そなたは十四じふしであらうがの

いえいえ十五じふごでござんする。

八百屋やほやお七しちがおしおきの

お眼めがとまれば千客様せんきやくさま」





　郵便脚夫




「郵便いうびんほい

おかみの御用でゑっさっさ」

郵便脚夫きやくふのうしろから

学校がへりの子供らは

ゑっさもっさとついてゆく。

「郵便ほい

おかみの御用でもっさっさ」





　江戸見物




「江戸えどをみせよう」源六げんろくは

耳をつまんでつりあげた。

いたさこらへて東ひがしをみれど

どれが江戸やら山ばかり。

「なんとみえたであらうがな」

「みえはみえたが浅草あさくさも

上野うへのもやつぱり山だらけ」





　七つの桃




七人しちにんの

遊仲間あそびなかまのそのひとり

水におぼれてながれけむ。

お芥子けしの頭かみが水みづの面もに

うきつしづみつみえかくれ。

「よくも死人しにんをまねたり」と

白痴ばかの忠太ちゆうたは手をたたく。

水みづにもぐりて菱ひしの実みを

とりにゆけるとおもひしが。

人ひとは家いへより畑はたけより

ただごとならぬけはひにて

はしりて河かはにあつまりぬ。

人のひとりは水にいり

人のひとりは小舟こぶねより

死骸しがひを岸にだきあげぬ。

「死しんだ死んだ」と踊をどりつつ

忠太は村をふれあるく。

白い衣きぬきた葬輦さうれんが

暑い日中ひなかをしくしくと

鳥辺とりべの山へいりしかど

そは何事なにごとかしらざりき。

ひとりは墓はかへゆきければ

七なゝつの指ゆびを六むつおりて

一ひとつのこしてみたれども

死んでなくなることかいな

いつか墓よりかへりきて

七つの桃もゝをわけようもの。





　猿と蟹




わたしが猿さるで妹いもうとが

あはれな蟹かにでありました。




猿はひとりで柹かきの実を

木に腰こしかけてたべました。

「兄にいさんひとつ頂戴ちやうだいよ」

あはれな蟹がいひました。

「これでもやろ」と渋柹しぶがきを

なげてはみたがかあいそで

好いいのもたんとやりました。





　加藤清正




紙の鎧よろひの清正きよまさは

虎とらを退治たいぢの竹たけの槍やり。

屋根やねのうへにて眠ねむりゐし

猫ねこをめがけてつきければ

虎は屋根よりころげおち

縁えんのしたへとかくれけり。




さすがに猛たけき清正も

虎のゆくえの気にかかり

夜よな夜よなこわき夢ゆめをみき。





　禁制の果実




白壁しらかべへ

戯絵ざれゑをかきし科とがとして

くらき土蔵どざうへいれられぬ。

よべどさけべど誰たれひとり

小鳥ことりをすくふものもなし。

泣きくたぶれて長持ながもちの

蓋ふたをひらけばみもそめぬ

「未知みちの世界」の夢の香かに

ちいさき霊たまは身みにそはず。




窓より夏の日がさせば

国貞くにさだゑがく絵草紙ゑざうしの

「偐紫にせむらさき」の桐きりの花はな

光ひかるの君きみの袖そでにちる。




摩耶まやの谷間たにまにほろほろと

頻迦びんがの鳥とりの声きけば

悉多太子しつたたいしも泣きたまふ。




魔性ましやうの蜘蛛くもの糸いにまかれ

白縫姫しらぬひひめと添臥そひぶしの

風は白帆しらほの夢をのせ

いつかうとうとねたさうな。




蔵くらの二階の金網かなあみに

赤い夕日がかっとてり

さむれば母の膝ひざまくら。





日本のむすめ





　宵待草




まてどくらせどこぬひとを

宵待草よひまちぐさのやるせなさ




こよひは月もでぬさうな。





　わすれな草




袂たもとの風を身にしめて

ゆふべゆふべのものおもひ。

野のずえはるかにみわたせば

わかれてきぬる窓の灯ひの

なみだぐましき光ひかりかな。




袂たもとをだいて木によれば

やぶれておつる文ふみがらの

またつくろはむすべもがな。




わすれな草ぐさよ

なれが名なを

なづけしひとも泣きたまひしや。





　夏のたそがれ




タンホオルの鐘かねが

さはやかになりいづれば

トラピストの尼あまは

こころしづかに夕ゆふべの祈祷いのりをささげ

すぎし春はるをとむらふ。




柳屋やなぎやのムスメは

はでな浴衣ゆかたをきて

いそいそと鈴虫すゞむしをかひにゆく




──夏のたそがれ。





　うしなひしもの




夏の祭まつりのゆふべより

うしなひしものもとめるとて

紅提燈べにちやうちんに灯ひをつけて

きみはなくなくさまよひぬ。





　芝居事




雪のふる夜のつれづれに

〓（「姉」の正字）のつくり」、123-5］の小袖こそでをそとかつぎ

‥‥‥でんちうぢやはりひじぢや

しまさんこんさんなかのりさん‥‥

おどりくたびれ袖萩そではぎの

肩に小袖をうちかけて

なみだながらの芝居事しばゐごと

「さむかろうとてきせまする」

このまあつもる雪わいの。





　花束




ありのすさびに

花をつみてつがねたれど

おくらむひともなければ

こころいとしづかなり。

されどなほすてもかねつつ

ゆふべの鐘かねをかぞへぬ。





　たそがれ




たそがれなりき。かなしさを

そでにおさへてたちよれば

カリンの花のほろほろと

髪かみにこぼれてにほひけり。




たそがれなりき。路みちをきく

まだうら若き旅人たびびとの

眉まゆの黒子ほくろのなつかしく

後姿うしろすがたのなかれけり。





　かへらぬひと




花をたづねてゆきしまま

かへらぬひとのこひしさに

岡をかにのぼりて名なをよべど

幾山河いくやまかはは白雲しらくもの

かなしや山彦こだまかへりきぬ。





　よきもの




「よきものをあたへむ」ときみのいふゆゑ

ゆびきりかまきりいつはりならじと

きみのいふゆゑ

門もんのそとにてきみまちぬ。




井戸ゐどのほとりの丁子ちやうじの花よ。





　見知らぬ島へ




ふるさとの山をいでしより

旅にいくとせ

ふりさけみれば涙わりなし。




ふるさとのははこひしきか。

いないな

ふるさとのいもとこひしきか

いないないな。

うしなひしむかしのわれのかなしさに

われはなくなり。




うき旅の路みちはつきて

あやめもわかぬ岬みさきにたてり。




すべてうしなひしものは

もとめむもせんなし。

よしやよしや

みしらぬ島の

わがすがたこそは

あたらしきわがこころなれ。




いざや　いざや

みしらぬ島へ。





　てまり




‥‥‥ひや　ふや　おこまさん

　　たばこのけむりは丈八じやうはっあん‥‥

とんとんとんとつくてまり

しろい指からはなれては

蝶てふが菜なのはをなぶるよに

やるせないよにゆきもどり。

ゆらゆらゆれる伊達帯だらりから

江戸紫えどむらさきの日がくれる

‥‥‥みや　よや

　　夕霧さん‥‥‥‥





　たもと




そつといだけばしんなりと

あまへるやうにしなだれかゝる

──わたしのたもと。




はづかしさの顔かほをおほへど

つゝむにあまるうれしさがこぼれでる

──わたしのたもと。




わたしのかなしみも

わたしのよろこびも

みんなおまえはしつてゐる

──にくらしいたもとよ。





　かげりゆく心




母にそむきしその夜よより

白壁しらかべによるならはせに

露草つゆぐさの花さきにけり。




こゝろもとなき夕月ゆふづきの

夢の小径こみちにきえゆけば

ねもたえだえに虫なけり。





　雀の子




とこどんどこぴいひやらひやあ

麦むぎの畑はたけを風がふく。




役者やくしやの群むれをはぐれたる

子供心ごゝろのはかなさは

‥‥‥うちの裏うらのちさの木に

　　雀すゞめが三羽とうまつて

　　一羽の雀がいふことにや

　　ゆうべござつた花嫁御はなよめご

　　なにがかなしゆてお泣きやるぞ

　　おなきやるぞ‥‥‥




ゆうべの芝居のその唄うたが

いまのわが身につまされて

ほろりほろりとないてゆく。





　異国の春




につぽんムスメのなつかしさ

牡丹ぼたん芍薬しやくやくやま桜ざくら

金襴緞子きんらんどんすのオビしめて

ふりのたもとのキモノきて

丹塗にぬりのポクリねもかろく

からこんからことゆきやるゆえ

どこへゆきやるときいたらば

娘むすめざかりぢや花ぢやもの

後生ごしやうよいよに寺てらまゐり。

寺まゐり。





　白壁へ




ふたりはかきぬ。

「しらぬこと」




ふたりはかきぬ。

「よろこび」と




ふたりはかきぬ。

「さよなら」と。
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